
文化スポーツ課殿
宮崎市体育指導委員連絡協議会

会　長　　山　本　　幸　徳

下記、項目について体指役員と話し合いをお願いします。

1. 体指委嘱方法の改善について（体指レベルアップの為に）

① 体指としてほとんど協力のない人が、長年委嘱されている

→　委嘱方法の検討（評価）を行えないでしょうか？

② 地区別の人数や住所など、平等化がなされていない

③ 体指の選出無しの地区、未加入地区の対応

現状調査

２．地区体育会低迷への対策

① 各地区体育会の予算も参加者も、年々減少している状況である

② 体指も簡単に選べない状況である （期限内に選べた地区は？）

③ 一昨年の地域スポーツ懇談会の提言書が全然生かされていない

④ 今後、体育会解散が増えて行くことが予想される

２月の連合会会議に体指案を提案

３．体指協議会の運営費について

① 会費が6,000円となっていて、個人負担の方も多い

② 補助金が無い変わりに、受託事業で補てん　→　年々減額になる

③ 研究大会の参加人数枠

旧３町合併後 一昨年より 清武合併後

県 １２人→１８人 １２人 １２人

九州 　６人→　９人 　５人 　５人

※２２年度は、１８人と９人に戻すとの口約束有り

④ 事務局の在り方を検討しないと、組織としての運営が難しい

運営費については、検討します（通信費含め）

４．社会体育普及の為の学校体育施設開放（社会体育施設）への関わり等

① 地域スポーツの崩壊（学校開放の地域優先が無くなっている）

② 複数回使っている団体が多く見受けられる（不公平になっている）

③ 有料化による無駄の排除と管理の充実、貸出効率と公平さ対応

※体指の関わりをどのようにしたら、いいだろうか？

有料化については、２年以内に結論

５．総合型地域スポーツクラブの取組について

① 市内で10ヶ所以上になりそうですが、今後の取組は？

② 現状のままでは、クラブの自立は難しいのでは？

※体育会との関わりをどのようにしたらいいだろうか？

※医療費削減に効果が大(宮崎市の出費も医療費が数百億円で第一位？）

今後、取り組んでいく

専任担当を置けないか？
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